
地域研究年報 312009 45－62  

須坂市中心市街地における商業機能の変容  
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川をはじめ，附来の11－1心一市街地の再生を考える集  

約型都▼11f構造として．コンパクトシティの概念が  

欧米から噂人された（野軋 2007）．   

このような集約型都市構造への転換が図られる  

小で．中心市街地活性化法が改正されたが，同  

法に基づき基本計画が認定された市町村2）をみる  

と．青森市や富山巾など，県庁所在都市を中心と  

する比較的規模の大きい地方都市が多い．これら  

の都市は，依然として中心市街地に，一定の公共  

施設や商業の集柏t ターミナルとなる鉄道駅が存  

在しており，都市構造の転換による都市再生への  

条件に比較的恵まれている．それに対して，人亡l  

規模の小さい地方中小都市は，郊外地域や周辺の  

大都市に商圏を収奪され，財政基盤も弱く，都市  

再生への道のりは険しい状態にあるところも多  

い．一方で，これらの郡市の中心市街地ほ．相対  

的な地価の安さや，徒歩圏内に生活関連施設が集  

積していることなどから，住宅地として優良な環  

境にあるともいえる．   

別の視点から地方中小都市を活性化させる試み  

として．歴史的資源を活かした観光客誘致への取  

り組みが挙げられる．こうした取り組みは，城下  

町起源の都市構造，蔵や旧家などの歴史的建造物．  

寺社仏閣などを周遊する都市観光として注目され  

ている．歴史的慣性により残存してきた歴史的資  

源に着目し，これらを活用して都市を活性化させ  

る試みが全国各地でみられるようになり，商業機  

能が空洞化した地方中小都市においても，都市再  

Ⅰ はじめに   

199（）咋代の1†本では．大規膜小売店舗法の段階  

的な運用緩和を曹景として．多店舗展開を行う大  

規柁′ト売チェーンが成長した＼J．i用ミ地の郊外化と  

モータリゼーションに対応する形で，駐車場を完  

備する人規模小売店舗（以下，大型店）が郊外の  

幹線道路沿いにいわゆるロードサイド型の商業集  

積を形成した．その結果，既存の商業集積である  

中心市街地の商業機能は著しく衰退し，全国的に  

中心市街地の空洞化が大きな社会間過となってい  

る．   

こうしたlトL、市街地空洞化の問題に対して，政  

策としても中心l甘翫地の相生を図る法整備が進め  

られ．いわゆる「まちづくl）3法」1）が施行され  

た．これらの法律にみる論点は，中小′ト売発と大  

型店の対立の問題から．中心市街地と郊外の対立  

という構造へと変化した（l【l」川，2007）．しかし  

t二記の政策効果をみると．大型店の進出や大規模  

化が一一層進行する一方で．中心市街地の空洞化に  

は歯1Lめがかからず．都市内／寸ミへの効果が一向に  

見いだせない状態にある．こうした状況を受けて、  

20（〕6年には現行の都市計画制度の問題点を根本的  

に見直すまちづくり3法の改正が行われた（荒木，  

2007）．この改正では．拡散型都市構造から集約  

彗聖者IS市構造への転換が図られている．アメリカの  

都市のようにマイカー交通を前提として，郊外に  

拡大する拡大型都市構造を批判L，公共交通の利  
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片柳（2003）は歴史的街なみに対する住民と行政  

の認識の変化について考察した．大橋ほか（2003）  

は，須坂市における歴史的建造物には，明治から  

大正期にかけて発展した製糸業に関連するものが  

多く，その分布は轟川用水網と深く結びついてい  

ることを現地調査から明らかにした．このように  

坑坂苗は，歴史的資源が豊富であり，これらを活  

用した活性化への方策が検討されてきた．一方で  

牛山（1991）は，須坂市の商業の立地条件の変容  

に着目し，それに対する既存商店街の対応を明ら  

かにした．牛山の研究以降．須坂市の中心市街地  

でも空洞化の進行が指摘されており，本稿では  

1990年代以降の商業機能の変容について特に注目  

したい．  

生が可能であることへの示唆となっている．   

そこで本研究では，地方小都市である長野県須  

坂市を対象として，中心市街地における商業樺能  

の変容を検討する．まず，中心市街地を取り巻く  

商業環境を，商圏の変化と大型店の立地といった  

外部環境の変化から，中心市街地内部の構造変化  

について，土地利用調査および歴史的資源の整備・  

活用の視点から明示する．続いて，中心市街地に  

おける商業機能の変化を．事例商店街を選定して  

分析し，須坂市の商業環境の変化が商店街に与え  

た影響や対応について考察する．現地調査は2008  

年6月1日から7乱 闘係各所への聞き取り調査  

を中心に実施した．   

研究対象地域の墳坂市（第1図）は，千曲川を  

挟んで長野市の東部約10kmに位置し，2005年に  

おいて53．668の人口を有する．明治末期から大正  

期にかけて製糸業で大きな発展を遂げたことが，  

同市発展の大きな契機になるとともに，その際に  

建設された歴史的建造物が中心市街地の景観を特  

徴づけるものとなっている．これまでも須坂市を  

とりあげた研究は，決して少なくない．西村（1997）  

は．須坂のまちづくり運動発展の軽緯を紳介し，  

Ⅱ 須坂市における商業の変容と歴史的資源の整備   

Ⅰ－1 上高井地方における須坂市商業の動向  

1）須坂市中心市街地の形成   

須坂市における商業の集積は，江戸後期から始  

まった（須坂市乳編賽委員会，1981）．江戸前期  

までは街道が交わる位置に十字形街柑が形成され  

ているに過ぎなかったが，江戸後期になると堀家  

一万石の館町として，また群馬県嬬恋村から鳥居  

峠を経由して須坂市へと至る旧大笹街道，万捌幸  

を経由する旧山田道，長野県千曲市から須坂市，  

中野市を経由して，飯山市へと至る旧谷街凰 と  

いう三街道が交わる交通の要所として，街道沿い  

に商業が発展し，街道辻を中心として須坂市の中  

心市街地ごi）が形成された．   

明治から大正期にかけて製糸業が発達すると．  

人口は大幅に増加し，須坂町4）は上高井地ガ）の  

中心都市となった．中心市街地は百々川が形成す  

る扇状地上に位置し，南東から北西にかけて傾斜  

があるため，水車による動力を得やすく，製糸工  

場や土蔵などの製糸業に関連した建築物が立ち並  

んだ，製糸業には多くの女工が従事しており，女  

工向けの小間物屋や呉服屋が立地し，菓子や味噌  

といった食文化も発展した．第二次世界大戦後に  

なると，製糸業は衰退するものの，代わって電子  第1図 研究対象地域  
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部品などの機械＿【二莱が産業の中心となり，また近  

憐町村から多くの買物客が須坂を訪れ，墳坂はと  

高井地方における商業的地位を高めた．しかし  

1960年代以降，墳坂市郊外で住宅紺地の造成や大  

判店の川店などが進み，中心「ド街地では小売店の  

衰退や人「lの減少，高齢化（節2図）が進行した．  

また長野市やlい野市といった周辺部討との競合も  

あり．須坂†千川」心】lド街地の商業環境は厳しい状況  

にある．   

このような須坂市における商業動向を．小売業  

l馴㌔数，年間販売額．売場面積を指標として確認  

する．第3匝＝こ煩坂市における商店数と年間販売  

曲．節4匝＝ニ1店舗あたりの年間販売額と売場面  

相をホした．須坂「いこおける商店数は，1979年に  

H25りfでピークを迎えたが．その後減少が続きt  

2（）07隼にはピーク時から36，2（‰減の526偶になっ  

た．年間販売額は1997年にピークを迎え，以降は  

減少傾向にある一ソナで．1店舗あたりの年叩1販売  

額と売場面積はともに増加傾向にある．こうした  

′ト売業構造の変化は全国的な傾向と類似してお  

り，須坂市でも′ト規模店の減少と大型店の増加と  

いう構造がみられる．  

2）上高井地方における商圏の変化   

続いて．敢寄晶と買回晶の買物行動から，須坂  

市における商圏の変化を検討する．データは1980  

年度，1989年度．2006年度の長野県商圏調査報告  

書を用い，最寄品として生鮮食料ぷ－を，買回品と  

して装飾品を選択した｛i）．第5図は萄坂れ 小布  

施町．高山村における住民の宕写物先の変化をホし  

ている．／1こ鮮食料品の貰椚勿行動をみると，須坂車  

（億円）   

19747679 82 8588 9194 9799200204（）7  
（年）  

節3【稟l頂坂市における′ト売店の年間販売額・腐  

偶数の推移  （摘発統計より作成）  

（千万円／店）  （ポ／店）  
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第4問 須坂市における′ト売業1商店あたりの年  

間販売額と売場面積（商業統計より作成）  

節2国 手fi坂㈲トL、部における字別の高齢者人口割合  

（2川）5年国勢調脊より作成）  
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生鮮食料品買い物行動  装飾品買い物行動  割合が増加している．2006年になると．高山村に  

おける購入割合はわずかであり，須坂市での購入  

割合が87．5％と大部分を占めているが，中野市で  

の購入割合も増加している．   

次に装飾品の買物行動をみると，1989年以降は  

3市町村とも須坂市での購入の減少，長野市，中  

野市での増加といった傾向を示す，1979年の時点  

では，須坂市と高山村における須坂市での購入  

割合は，それぞれ89．0％，79．3％であり，小布施  

町では自町内での購入が68．9％であった．1989年  

になると須坂市での購入割合が，須坂市65．2％，  

小布施町52，6％，高山柑64．2％，長野市での購入  

割合がそれぞれ33．2％，39．4％，32．1％となった．  

2006年になるとこれらの比率は逆転し．須坂市で  

の婦人は須坂市28．3％，高山村25．8％であり，小  

布施町では5．6％と大幅な減少がみられる．一方，  

3市町村から長野市への流出は増加し，それぞれ  

56．6％，50．0％，54．8％となっている．また中野市  

への流出も増加しており，特に小布施町では1989  

年の2．6％から，44．4％になるなど大幅な増加を示  

している．以上のことから，須坂市は生鮮食料品  

などの最寄品では上高井地方に商圏を保っている  

が，装飾品などの買回品では長野市や中野市に商  

圏を奪われ，縮小傾向にあるといえる．  

3）大型店の立地動向   

このような商圏の変化に影響を与えている要因  

として，モータリゼーションの進展による買物行  

動の広域化と大型店の立地がある．特に大規模な  

駐車場を有する大型店の出店は，商圏に大きく影  

響を与えていると考えられるため，ここでは須坂  

市と周辺市における大型店の立地動向について把  

握する．  

1957年に長野市に大型店が初めて開設される  

と，長野市への顧客流出を抑えるために，須坂  

市でも地元資本を中心とした，大型店の開設が  

計画された．同市における最初の大型店の出店  

は，1969年における須坂ショッピングセンターパ  

ルムであった．パルムは須坂駅前通りに立地して  

いた鋳鉄管製造工場の跡地に建設され，30の地元  

C．2006年  C．2006年   

買物先  人ロ  
…－50，000人  

…10，000  
‾－●5，000  

小布施町  

＊買物先の値は流出率×人口によって算出した  

第5図 須二坂市・小布施町・高山村における生鮮  

食料品・装飾品の買物行動  
（長野県商圏調査報告者より作成）  

では1979年と1989年の時点では白市内での婦人が  

大部分を占めていたが，2006年になると，白市内  

での購入に加えて，長野市や中野市での購入もみ  

られるようになった．′ト布施町では，1979年の時  

点では自町内での購入が主であったが，次第に他  

市での購入割合が増加している．他市での購入先  

としては，1989年では須坂市の割合が多かったが，  

2006年になると中野市の割合が52．4％を占めるよ  

うになった．高山柑をみると，1979年の時点でも  

53，3％が須二坂市で購入しており，以降は須坂市の  
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l粗店によって結成された組合によって運営されて  

いる．1976年にジャスコ須坂店が兢坂駅に近接し  

たボーリング場跡地に立地すると．1978年にパル  

ムは増築を行い．業種構成を多様にすることに  

よって対応した．これらの二つの大型店に加えて，  

1986年に再開隠事業として，同じく須坂駅前に地  

元資本を中心とした大型店シルキーが開店するな  

ど，1980年代までは須坂駅前に大型店が出店され  

た．しかし1990年代以降になると，国道403号線  

拾いの須坂市郊外に，店舗面積1，000～2，000m2の  

食料品スーパーが出店し，長野市と中野市にも多  

くの人動．ぢカ‡立地するようになった（第6図）．  

また長野l閥；外の国道18号線沿いには大型店が相  

次いで出店し．1993年には店舗面構10，323m2のベ  

イシアが，1998叫こは13て12mコの長崎屋が出店L  

た．このような肝舗面蘭が10，000m2を超える大型  

ショッピングセンターに加えて，5．000m2前後の  

ホームセンターや家電巌販店といった，駐車場を  

完備した大型尊門店の進出もみられた．2000年  

以降には，中野市への大型店の進出が活発となっ  

た．2001年に店舗面積が14，000m2のジャスコが中  

野市に，2004年に10，050m2のベイシアが中野市と  

小布施町との境界付近に開設された この他に  

も店舗面積が2，000～5，000m2の食料品スーパーや  

ホームセンターが中野市中心市街地を取り巻くよ  

うに展開した．   

以上のように大型店は，当初は須坂市中心市街  

地にも立地したが，次第に須坂市の郊外に，また  

1990年代以降は主に長野市と中野市に立地するよ  

うになっており，前節で述べたような，須坂市の  

商圏縮小に影響を与えていることがわかる．  

Ⅱ－2 須坂市中心市街地における機能の転換  

1）小売店数の推移からみた中心市街地の変容   

須坂巾における小売業の空間構造の変化を明ら  

かにした－tト山（1991）によると，須坂市中心市街  

地における小売店数の分布は，歴史的過程によっ  

て三つの地区に分けることができる．それらは江  

第6図 須坂市及び周辺市町村の大型店の分布  

鳩車伏僧店総覧2（）06年版より作成）  
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2）土地利用からみた中心市街地の機能   

次に，現在の中心市街地における機能を明らか  

にするために，須坂市中心市街地の土地利川を第  

7図に示した．小売業の業種をみると，衣料品や  

薬・化粧品，菓子店といった業種店が目立ち，特  

に生鮮食料品を扱う食料品店が多く立地している  

一方で，総合的な商品を扱うスーパーマーケット  

やコンビニエンスストアのような業態店は致少  

ない．これらの業種店には住宅が隣接しており，  

住商近接であるケースが多いことがうかがえる．  

サービス業については，住宅街の中にクリーニン  

グや理容・美容店などの近隣の住民を対象とした  

店舗が多くみられる．一方で須坂駅前には居酒  

屋・パブ・スナックと飲食店が壌楷しておF），小  

規模な歓楽街が形成されている．事業所に関して  

は，銀行などの金融機関以外の一般事業所は数少  

なく，須坂駅前にわずかに立地している程度であ  

る．住宅は集合住宅よりもー一般住宅の割合が高く，  

また空家も多くみられる．   

須坂市中心市街地における七地利川の特徴とし  

ては，小売業やサービス業の問に一一般住宅が立地  

しており，商店が連続していないこと，街道辻周  

辺の地域では，須坂駅前と比較して，空店舗カ‡少  

ないことである．須坂駅前の店舗はテナントで貸  

し出されているケースが多いが，街道辻周辺の地  

域では軽骨者と地権者が一致しているケースが多  

い．そのため街道辻周辺では，経営不振や輯常者  

の高齢化などの理由によって廃業した後は，空店  

舗や別の店舗になるのではなく，隣接する住宅と  

あわせて，住居として利用されることが多く．空  

店舗は少なくなっている．このように空店舗が住  

宅として利用されることは，中心市街地におけ  

る居住機能を高める要因となる．m－一方で難波田  

（2006）でも明らかにされているように．店舗の  

所有者が店舗に隣接して尉任していることや．店  

舗が住宅になることは，新たな商業機能の阻害安  

国となり，商業機能の連続性がなくなるなど，中  

心市街地における商業機能の低下の一国となって  

いる．   

その他の特徴的な土地利用としては．製糸業で  

戸期からの商業集穂地である中心地区，馴大地の  

上流に位置しており，製糸業や機械工業とともに  

発達した上部地区，須坂駅前の駅前地区であり．  

1956年には須坂市全体の小売店のうち，67．5％が  

これらの三地区に立地していた．1960年代に入り  

須坂市全体の人口が増加すると，中心市街地周辺  

の農村部に大規模住宅団地が造成され，郊外に食  

料品スーパーなどが立地するようになり，経営規  

模や店舗面積が′トさい中心市街地の小売店に影響  

を与えた．このような商業環境の変化を受けて．  

中心市街地の商店街でも商店経営の近代化や駐単  

場の整備などが検討されたが，街区構成が複雑で  

あり，土地利別二間して地権者や行政で一放した  

見解が得られなかったことから，対策は十分に進  

まなかった．中心市街地に立地する小売店数は  

1989年において，須坂市全体の47．4％にまで減少  

したが，この減少には地域差がみられる7）．1956  

年の時点では，中心市街地の三地区には同程度の  

小売店が立地していた．1989年になると，古くか  

らの複雑な街区構成が残り，小規模な′ト売店が多  

かった「トL、地区や上部地区では，小売店数の大幅  

な減少を示す一方で，比較的新しい市街地であり，  

パルムなどの大型店が立地する駅前地区ではノト売  

店数が微増した．2002年に富士通須坂工場で規模  

の縮小が行われると，中心市街地における人通り  

は減少し，小売業の衰退は加速した．   

中心市街地で小売店が減少する中，1998年の中  

心市街地活性化法の制窟を受けて，須坂市では商  

1二会議所が中心となって，1999年に中心市街地油  

性化基本計画を．2001年にTMO構想を策定した．  

須坂市のTMO構想は居住者と商店経営者に対す  

るアンケートや聞き取りを基にして．市街地約  

85haを対象として策定され（須坂市商工会議所，  

2002）．中心市街地での常住促進や歴史的景観の  

轄備，中心市街地の回遊性の向上を目的としてい  

る．しかし須坂駅前などの再開発事業が難航して  

いることや．商店街同士の連携が取れていないな  

どの問題もあり，計画はあまり進展していない．  
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サービス業  

［工］医療機関  

［互］理容一美容  

［亘］クリーニング  

皿宿泊施設  

［王］教育施設  

公共機関  小売業  

匡ヨ ショッピングセンター  

医詔 コンビニエンスストア一  

匹詔 衣料品  

医召 靴・かばん  

匠団 薬・化粧品  

住宅  

閻 一般住宅  

図 集合住宅  

因 空家  

業務  

匿頭 金融機関  

E衰］交番  

E垂］公民館  その他  

E亘］文化施設  ［コ 耕作地  

Eヨ その他   ［至］駐車場  

宗教施設  ［コ 運輸■倉庫  

因 その他の事業所匠詔 文具■書籍  圧］居酒屋・パブ・スナック E詔寺  E∃空地  

［王］飲食店  圧］神社  ［亘］エ事中  

⊂コその他  巨憂］教会  

医詔 食料品  

図 集子  

匠召 電化製品  

医詔 空店舗  

囚 その他  

エ美  

田工務・建材店  

眉押その他の工場  
調査時期：2008年6月5日   

調査者名：亀川星二・エ藤宏子・兼子 純  

第7図 須坂市中心市街地における土地利用（2008）  
（現地調査より作戌）  
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利用されていた蔵を用いた美術館や，博物館，ll］  

上高井群役所といった文化施設，後述する曳屋を  

行う▲1：務店，味噌工場，酒蔵といった須坂市の伝  

統史化を表す・土地利用が確認できる．また駐車場  

が多くみられるが，これらの大部分は住民が利用  

するH梅酢車場であり，コインパーキングなどの  

H引用貸しの駄車場はあまりみられない 

Ⅱ－3 須坂市中心市街地における歴史的資源  

の活用  

1）景観整備事業の推移と現状  

1肝述したように，現二枚市の市街地では明治・大  

正期に製糸業が発展した．この時期に建設された  

巨蔵造りの建築物は，第∴次世界人戦以降の製糸  

業の釦臼ヤ，小心市街地における商業機能の低卜，  

また中心巾●街地で人規模な閃光が行われなかった  

ため．多くの建築物が比較的良好な状態で維持さ  

jL，現在では製糸業が栄えた鎖坂‾直の景観の特徴  

となっている．これらの伝統的建築物は，国や須  

坂市の寮観整備事業によって修復・保存が行われ，  

箱坂市では絨の町としての歴史的景観を生かした  

まちづくりが行われている．   

須坂lけにおける景観整備事業は，1985年から狽  

坂新聞に連戦された，信州禎坂の町並みという新  

l軋記事がきっかけであった．これは鳩坂の街なみ  

のスケッチと解脱を記事にしたもので．100阿に  

渡って連載されたものである（大橋ほか．2003）．  

1986年になると，市民有志によって街なみの保存  

と修景を目的とした「信州須坂町並みの会」が結  

成された．行政側もこのような市民観織の活動を  

普けて，伝統的建築物の保存に対する活動を行う  

ようになった．1988年に財団法人日本ナショナル  

トラストに歴史的街なみの保存事業調査を依頼  

し，伝統的建築物に対する調査を行い，結果約  

200棟の伝統的建造物が残っていると推測された．  

1993年に須坂市中心市街地を対象とした「須坂  

地区歴史的景観保存対策事業補助金交付要綱」バー  

が，1995年には「街なみ環境整備事業」削が実施  

され，1997年までに対象地城内（第1図）の14地  

区（現在は15地Iく）でまちづくり協定が締結され  

た．まちづくり協定地区は修理事業11”と修磨事  

業Ⅲの対象となり，1993年から2007年にかけて  

194件の事業が行われた．節8図は蜜観整備事業  

実施件数の推移を，第9担】は寮観整備事繋が行わ  

20  

15  

10  

5  

0  

1993 95  9了  99  01 03  05  07  
（年）  

第8回 須坂市における寮観整備事業の実施数  

（須坂市まちづくり課資料より作成）  

第9図 景観整備車業実施地点の分布  

（墳坂市まちづくり謀資料より作成）  
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観整備車菜に対する意欲に差があり．景観整備事  

業対象地域内で協定が結ばれていない地区も存在  

している，   

また同様の景観整備事業が行われた川越市の事  

例（構尾・菅風 2000）のように，景観整備事業  

と商業活動が結びついていないといった問題や，  

景観整備事業が行われている範囲が広く，中心市  

街地の街区構造も複雑であるため，観光コースの  

設定が雛しいといった問題がある．硯在須坂市  

は，休憩できる′ト公園の設置や歩道と道路の整備  

といった，観光客が見て歩くことができる街づく  

りを行い，中心市街地における回遊性の向＿＿とを目  

指している．  

2）食文化を活用した観光振興   

景観整備率菜による歴史的署観と合わせて，須  

坂市内の飲食店や小売店では，江戸期以降に発展  

した味噌や酒といった須坂の食文化を．観光客に  

提供している．   

須坂では塩を保存するために味噌作りが行われ  

ていたが，須坂の気候が味噌作りに適していたた  

め，江戸期以憫は味噌の品質が向上し，味噌作り  

が盛んになる．明治期には製糸業の発展に伴う人  

口増によって味噌の需要は高まり．多くの味噌醸  

造元が中心市街地に立地するようになった．現在  

は須坂市内に7軒の味噌醸造元が存在している．   

このような伝統的食文化である味噌を活周し．  

観光客に提供するために，須坂市内の飲食店と味  

噌醸造元によって「信州みそ料理乃禽」が2003年  

に結成された．信州みそ料理乃脅に所属する飲食  

店では，須坂市で製造された味噌を用い，各店舗  

独自の創作料理を提供している．一部の店舗では  

共通したメニューを提供し，各店舗が料理法や材  

料を工夫することによって特色を持たせるといっ  

た活動が行われている．信州みそ料理乃禽では飲  

食店の分布とメニューを掲載した地図を作成し，  

観光案内所などで配布している．同時に各店舗を  

巡るスタンプラリーを実施することによF），須坂  

市の味噌料理のアピールを行っている．   

味噌料理のほかに，須坂市には複数の酒蔵が存  

れた地点12）を年代別に表している．1993年から  

の最初の5年間で最も多くの事業が行われ，事業  

実施地点は街道辻周辺や，須坂市の濠商であった  

田中本家の博物館ユ3），普願寺14）を中心とした5つ  

の寺院が立地する地域である．これらの地域は江  

戸から明治期にかけて須坂の商業の中心であり，  

蔵造りの家屋などの伝統的建造物が多く現存して  

いたため，須坂市の歴史的景観を表す主要な場所  

として景観整傾が最初に行われたといえる．1998  

年からの5年間では，街道辻から須坂駅に至る地  

域に，景観整備事業の中心が移った．この地域に  

ほ製糸業関連の建造物が多く残っており，須坂ク  

ラシック美術館や蔵のまちギャラリーぶらり館と  

いった，須坂市の▼史化を紹介する施設がみられる．  

これらの施設の中心となっているのは「ふれあい  

館まゆぐら」である．ふれあい館まゆぐらは明治  

期に繭倉として建設され，もとは現在地よりも約  

200m南に位置していた．都市計画道路の新設に  

伴い解体される予定であったが，保存を望む住民  

の声が上がったため，曳屋によって建物を移転・  

修理した施設である（大橋ほか，2003）．この施  

設では機織りの体験や曳屋が行われた様子を知る  

ことができ，また観光の際の休憩場所として利用  

されている．   

景観整備事業は開始から10年以上が経過し，観  

光客が蔵づくりの街なみ見学を目的に須坂市を訪  

れるなど，一定の成果が挙がっている．しかし景  

観整備事業の対象となっている建築物のうち，実  

際に景観整備事業が行われた件数は全体の20％以  

下であり，修理・修景が行われていない建築物も  

多く残っている．景観整備事業数の推移をみると，  

2000年以降は減少傾向にあり，2005年，2006年で  

は事業が1件も行われていない．これは住民の高  

齢化や単身世帯の増加，景観整備に対する意欲の  

低下，景観整備事業の費用に関する問題などが理  

由として挙げられる．また景観整備の補助金を得  

るためには，各地区でまちづくり協定が結ばれな  

ければならないが，まちづくり協定の対象となる  

のは道路沿いの建築物のみである．道路に面して  

いない建築物には補助がでないため．住民間で景  
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在し．江戸期から続く酒蔵があるなど酒造業も古  

くから行われている．須坂市の酒蔵が製造した酒  

は，従来は須坂市内の小売店向けに出荷されるこ  

とは少なく，長野県外に出荷されることや，直接  

消費者に販売されることが多かった．しかし現在  

では，品評会などで須坂市の酒が高評価を得たこ  

とや，観光客からの需要が高まるにつれ，須坂市  

内の小売店でも販売されるようになっている．   

以上のように須坂市中心市街地では，景観整備  

事業によるハード面での整備と，伝統的な食文化  

を活周したソフト面での活動がみられる．今後は  

これらの要素を組み合わせて，観光地としての機  

能と商業の活性化を関連させることが課題となっ  

ている．  

呼ばれていた．明治期から須坂町で製糸業が盛ん  

になると，須坂町内の人口増加に伴い，最寄品を  

扱う店舗の多い商店街へと変化した．1969年に  

ショッピングセンターパルムが蔵の町中央商店会  

の近隣に開業すると．パルムは須坂市長初の大型  

店であったことから高い集客力を発揮し，パルム  

へ向かう買物客によって蔵の町中央商店会の人通  

りは増加した．しかし，前章で明らかにしたよう  

に，1990年代以降須坂市の商圏は縮小し，須坂市  

郊外の大型店や周辺都市へ買物客が流出したた  

め，1990年代にパルムの集客力が低下すると，商  

店会の人通りも減少した．   

一方で，1990年代に須坂市に点在する蔵が注目  

を浴び始め，歴史的景観を清かしたまちづくりを  

目指し景観整備事業が行われた．蔵の町中央商店  

会では．店舗が連続する通りを中心に同事業が29  

件実施され，景観恩情事業の対象となった15地区  

の中で景観整備事業の実施件数が最も多い地区と  

なり，蔵が点在していた商店街から歴史的景観が  

Ⅲ 中心市街地における商店街からみた商業機能  

の変容  

偵坂市の商業環境の変化が中心市街地に及ぼし  

た影響や，中心市街地における商業機能の特性を  

明らかにするために，中心市街地にある蔵の町中  

央商店会と春木町商工親交会を事例として取り上  

げた．調査は主に事例商店街への聞き取り調査を  

行い．商店街の特性や経営者の属性．業種の変遷  

を考察した．  

Ⅱ－1 蔵の町中央商店会  

1）蔵の町中央商店会の変遷と現状   

蔵の町中央商店会（第10図）は，前車で述べた，  

j、れあい館まゆぐらの他に，元製糸家の遺構を保  

存し利用した須二坂クラツシック美術館，須坂市の  

祭りの山車である笠鉾を展示している笠鉾会館，  

まちの駅信州須坂ふるさと百貨店など，須坂市の  

観光で拠点となる通りの一部に形成されている．   

戯の町中央商店会の主な活動は年末年始の商店  

会の飾り付けである．活動資金は，商店会への入  

会金1万円と毎月1，500円の会費で，主に街灯の  

維持費に使用されている．   

蔵の町中央商店会は，江戸期は桶屋，金物屋，  

鍛冶屋などの職人が多かったことから，職人街と  

①須坂駅前本通り商店街②要町新生会  

③駅前南本通り商店街 ④宗石会  

⑤須坂桜木町商盛会  ⑥平和会  

⑦須坂ショッピングセンター協同組合  

⑧蔵の町中央商店会  ⑨春木町商工親交会  

⑩須坂銀座通り商店街 ⑪御蔵町商店街  

⑫広小路商店街 ⑩須坂本町通り商店街  

⑭須坂劇場通り商店街  

第10図 須坂市中心市街地における商店街の分布  
（須坂市商工会議所資料ほかより作成）  
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店された．   

2008年の業種構成は′ト売店が18店，飲食店が1  

店，その他2店舗となっている．衣料品，履物，  

味噌醤油，二私 生花などの小売店が多く．サービ  

ス業は少ない．蔵の町中央商店会の小売店には須  

坂市の製糸業の隆盛による人［二け曽加に伴い，職人  

から小売店経常への業種転換を行った店舗がみら  

れる．江戸期の職人街時代から営業している金物  

屋が，硯在1店営業しているが，それ以外に職人  

街の面影はほとんど残っていない．  

1990年以降廃業した店舗は18店舗で．廃業彼の  

店舗利用をみると，6店舗で新たな商売が始めら  

れ，それ以外は，そのまま繚′計者の住居となって  

いる．廃業の理由は，経営者の高齢化といった個  

人的な要因に関するものが多い．  

3）店舗経営の事例 A衣料店   

A衣料店は，現在60代のA氏と奏で裾常してい  

る．A氏の祖父ほ桶職人として，職人街の一角を  

形成していたが，1957年にA氏の父が衣料店へと  

業種を転換した．増加した人口の生活需要に対応  

して行った業種変更であった．   

機械工菜が盛んであった時期は，須坂市内に関  

連工場が多くあり，A衣料店はそれらの工場に納  

入する従業員用作業着を主に取り扱っていた，工  

場の作業着は注文数がまとまっており∴安産した  

収入が得られた．しかし，2002年に富士通須坂工  

場が規模縮小を行うと，関連工場の作尊者の注文  

は減少し，取扱量は最盛期の約2割になり，売上  

は減少した．   

作業着は工場名や名前の刺繍が必要な場合が多  

い．A衣料店の場合，工場の作業着を大量に授っ  

ていた時期は，刺繍の作業を外注していた．急な  

注文や発注数が少ない場合には，外注をせずにA  

氏の妾が刺繍を行って対応していた．しかし，機  

械工業の関連工場との取引が減少するに従い，A  

衣料店は作業着への刺繍の外注を止め，刺繍作業  

をA衣料品店で行うようになった．そして，刺繍  

の技術を活かして刺繍の受注を始めた．現在は作  

業着などの衣料品の納品よりも，体育着やスポー  

連続する商店街へと変化した．   

また，景観整備事業に関連した事業として，歴  

史的景観に合わせて道路を石畳風に改修する事業  

を須坂市が計画している．蔵の町中央商店会は，  

この計画の対象地区に選定される予定となってい  

る．  

2）蔵の町中央商店会の会員構成の特徴   

2008年における蔵の町中央商店会への加盟店は  

21店舗，経営者の年齢は60代が衆も多く12人，続  

いて40代が3人，70代と50代が2人．30代と80代  

が1人となっている（第1表）．   

第11図は1990年と2008年における蔵の町中央商  

店会の会員の分布図である．2008年の加盟店のう  

ち，1990年から継続して営業している店舗は15店  

舗であった．1990年以降，6店舗が新規出店ある  

いは業種変換である．新規店舗には喫茶店や洋菓  

子店，若者向けの衣料品店，酒店，食料品店，花  

屋がある．景観整備事業の実施以降，観光客が商  

店街を訪れ始めると，観光客を意識した店舗も出  

第1表 蔵の町中央商店会の会員構成  

経  

経 営  
住  

業 種   後 継 者   居 併  
年 代   

者  設   

の  

30  女  なし  衣料品  ×  ×  店舗賃貸   
40  男  妻   菓子  ×  ×  店舗賃貸   
40  男  なし  電気機器  不明  △  親族が居住  
40  男  嚢   衣料品  不明  ○   

50  男  妻   鉄工所  不明  ○   
50  男  従業員数名  醸造業  不明  ○   

60  男  妻  食品販売  ×  ○   
60  男  妻   親族が居住  

60  男  妻   衣料品  ×  ○   
60  女  娘   生花  040代  ×   
60  男  妻   茶   ×  ○   

60  男  妻   陶器  ×  ○   
60  男  妻   酒   ×  ○   

60  男  妻   作業服  ×  ○   
妻、他店舗  

60  男  妻   履物  不明  ○   
60  女  なし  飲食店  ×  ○   
60  女  なし   生花  ×  ×   
70  女  なし   米   ×  ○   
70  男  妻  食品販売  ×  ○   

かつて居住  

（聞き取り調査より作成）  
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0  50m  
」  

a．1990年  

0  50m  
」  

b．2008年  

●食料品 ⑳衣料品○その他小売 禽飲食店 凪駐車場  

☆サービス某 ▲業務 ∇エ務店・エ業 ◇その他  

第11［ぎ1蔵の町L【仁一央商店会会員の分布  

（ゼンリン住宅地F礼 聞き取り調査より作成）   

ツウェアへの名前やマークの刺繍が主要業務と  作業着の納品を主要業務とLていた時期の取引  

なっている．これらは季節による繁閑があるもの  先は．工場が集積していた須坂市内が主であった  

の．毎年安定した需要がある．  が，刺繍業務の取引先は長野市が7剖，残りの3  
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邸のみである．製糸業の衰退に伴い寄宿舎が閉鎖  

し，春木町の居住者は減少した．1990年以降．須  

坂市郊外や長野市，中野市に大型店が立地したこ  

とで，春木町商工親交会の商業機能は徐々に低下  

した．  

2）春木町商工親交会の構成   

2008年における春木町商工親交会への加盟店は  

32店で，経営者の年齢は70代が最も多く11人，続  

いて60代が8人，50が6人，80代が4人，40代が  

1人，90代が1人，不明1店舗となっており高齢  

の経営者が多い（第2衷）．－－チビもと同居してい  

る世帯は13世帯だが，子どもの多くは家業以外の  

俄に就いていることが多く，後継者のいない商店  

が多い．  

剖が須坂市と周辺都市となっており，取引先の分  

布は広域化した．  

1993年に蔵の町中央商店会がまちづくり協定地  

区となると，A氏は店舗兼住宅の改修を行った．  

店舗の正面は白塗りの壁に瓦風の屋根，格子窓と  

いった，歴史的景観を形成する外観になった．観  

光客に直接接点がない業種であるA氏が改修を  

行った理由は，自宅兼店舗の改修を検討していた  

時期と事業の実施時期が重なったことや，周辺店  

舗も事業に参加していたことであった．景観整備  

事業が，現時点でA衣料店の売上向上に直接結び  

ついているとはいえないが．A衣料店は蔵の街な  

みの一角を形成する店舗となっている．  

Ⅱ－2 春木町商工親交会   

1）春木町商工親交会の形成   

春木町商工親交会（第10図）は須坂駅から800  

mほど常に位置し．街道辻の北に形成された商店  

街である．   

春木町商工親交会は，店舗で正月飾りや大売り  

出しの他に，筍採㌢）や，きのこ採りを毎年行い，  

イベントを共に楽しむことで地域の結びつきを強  

めている．春木町商工親交会から春木町史談会と  

いうサークルが発足し，須坂市や春木町を活性化  

させる目的のもとに，春木町の郷土史誌を作成す  

るといった活動も行われている．また，春木町商  

工親交会には経営者だけでなく，店舗を廃業した  

元経営者や住民も加わり活動をしている．   

春木町史談会（2007）によると，春木町は江戸  

時代に紺屋町と呼ばれていた．紺屋は大量の水を  

使い汚すため．川下である現在の春木町に多く集  

まったと考えられている．この紺屋の一部が経済  

力を貯え，明治期にその経済力を活かして，須坂  

の製糸業の発展の一角を担った．また，春木町史  

談会（2004）によると，長野県内三代製糸家の一  

人である越寿三郎は春木町出身で，1907年に製糸  

業の丸山組を起こした．明治期には，春木町に製  

糸工場の従業員の寄宿舎があり，住人らが春木町  

の店舗を賑わした．現在，春木町に製糸業繁栄の  

面影を発すものは，市所有となった越寿三郎の旧  

第2表 春木町商‘r二親交会の会員構成  

経  縫   
常  後  
者   

某  継 者   
の 年  説   

代   〝）  

40  男   嚢   判子   ×  ×  簡便  

50  女   なし   クリーニング  ×  

50  男   なし   居什（神主）   （⊃   
50  男   なし   ×   

50  男   泰   理容・美容  ×  △   

50  労   なし   ㍍住   JiI諭匂他地域  

50  男   なし   竃気∴【二事  ×  0   

60  男   嚢   酒   ×  （⊃   

60  男   姦   茶   ×  ○   

60  男   塵   飲食店  ×  ⊂）   
60  男  凄、息子   衣料品  △  ×   

60  男  息′－、従業員   上薬   （⊃  

60  男   妻   I轟摘他地域  

60  男   なし   

60  男   塵   建築  
×   

×  ×   

70  男   塞   カバン  ×  ⊂）   

70  男   なし  ㍍住（元・敷物）  ×  （⊃   

70  女   なし  タバコ（休業rl‘‘り  ×  ×   

70  男   なし  食品製造販売  ×  （⊃   
70  女   なし   クリーニング  ×  ○   

70  女  従業員   家具   ×  ×   

70  男   嚢   漕   ×  ⊂）   

70  男   蛮   呉服   ×  （⊃   

70  男   嚢   電気機器   ×  （⊃   

70  界   妾   不動慮  ×  （⊃   

70  男   なし   建設   ×  〔〕   

80  女  息子、従業員  食品製造販売  （⊃  ⊂）   

80  男   蛮   不動産  ×  ⊂）   
80  男  息子   唾設   ⊂）  ○   

80  男   妻   食晶製造販売  ×  （⊃   

90  女   なし  居住（元・雑繚）   
額坂支店  

（聞き取り調査より作成）  
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20し）8年における春本町商∴L二親交会の構成は，小  

売業が14店舗，飲食業1店舗，サービス業4店舗，  

その他店舗が8店招臥 その他住民が5八となって  

いる．その他店舗には曳屋や，鍛冶屋といった近  

年少なくなっている業種もある（第12回）．1990  

年から2008年の店舗分布の変化をみると，廃業し  

た店舗が23店となっており，廃業の理由として，  

鮮常者の高齢化といった個人的な要匝＝ニ関するも  

のが多い．店舗が住居になることによって，店舗  

の連続性が失われつつある．このように商業機能  

の範積が低くなる一方で．居住機能が目立つよう  

になった．   

点在する電気】Ⅰ二串．電器などの業種は，春木町  

に富士通の関連工場が多くあったことに由来する  

が，富士通の規模縮小により，富士通に依存して  

いた工場が姿を消し，自社開発の商品を持つ工場  

が残った．一方1990年以降に新規開業した店には，  

フランチャイズチェーンの判子・印刷屋ヤクリー  

ニング店があり，どちらも国道403号線沿いに立  

地している．   

春木町商工親交会には，須坂市内の他の商店街  

に見られない特徴的な業檀として，曳屋と鍛冶屋  

がある．かつては同業者が須坂市内に数件あった  

が，需要の減少により，双方とも唯一の店舗となっ  

た．同業者が軽いことで，需要を集める曳屋と，  

大壷生産にかなわず姿を消す鍛冶屋の事例は伝統  

a．1990年  b．2008年  

●食料品 ◎衣料品 ○その他小売 禽飲食店  

☆サービス業▲業務▽エ務店■エ業◇その他  

第12回 春木町商工親交会会員の分布  

（ゼンリン住宅地［礼 聞き取り調査より作成）  
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ペースがあり，月ごとに違う絵画を巌示すること  

で，店舗の外観に特徴を持たせている．   

また，歴史的景観を求めて観光客が訪れるよう  

になると，B酒店では，B氏が描いた須坂市の傘  

鉾をワインラベルにしたB酒店オリジナルの商品  

を作り，そのワインは須坂市の物産認定品になっ  

た．こうした絵画を経営に活かした取組みの結果，  

B酒店は，須坂市が旅行ガイドに掲載される際に，  

須坂市の土産物を扱う店舗として紹介され，同店  

へ足を運ぶ観光客が増加した．   

現在，新たな取り組みとして，B酒店オリジナ  

ルワインを販売するために，ワイン用ぶどうの契  

約栽培を高山村で2006年から行っている．地域性  

が強い商品を取り扱うことで，量販店とのさらな  

る差別化を図っている．ワインボトルのラベルを  

B氏がデザインし．201晒三に店頭に並ぶ一子定であ  

る．  

産業の二極化を示している．   

曳屋は住宅や蔵，神社や学校などの建築物の移  

動や，基礎を直すために建築物を持ち上げたり，  

傾いた場合に元に戻す仕事を行う．この曳屋は，  

失述のふれあい館まゆぐらの移動を行った業者で  

あり，古い建物を活かす貴重な技術は蔵の街なみ  

の景観保持に大いに貢献し，その貴重な技術を求  

めて，全国から依頼が寄せられている．   

一方鍛冶屋は．小布施町出身の初代が1933年に  

春木町の現在地に開業した．家が使う鎌や草かき，  

鍬などの小農業機具の製作や帽理をする農具専門  

の鍛冶屋で，かつては須坂にも7，8軒あったが，  

現在はこの1軒のみとなった．  

3）店舗経営の事例 B酒店   

B酒店は現在，60代のB氏と奏で軽骨している．  

B酒店は明治期に春木町に開業し，B氏は三代目  

である．1977年に駅前線道路工事の道路用地に含  

まれていた店舗を，現在の場所に移動した．   

B酒店は，昭和初期には酒以外に味噌や醤油，  

練炭，豆炭等の燃料など多様な商品を取り扱って  

いた．取引先は須二坂の広範囲にわたり，従業員を  

雇用していた．昭和30年代にB酒店は最盛期を迎  

え，須坂市内に支店を出店し，法人化した．当時  

は夕食時の酒を求める客が多く来店し，冬には店  

で用意した棟炭火鉢を囲って店内で酒を飲んでい  

く客も集まった．   

酒類販売業免許が1998年から段階的に規制績和  

されたことで酒を扱う量販店が進出し，B酒店の  

取引先は減少した．また，B酒店の顧客が高齢化  

しており．世代の交代によって取引がなくなるこ  

ともある．これに射しB酒店は，早朝や深夜の配  

達など柔軟なサービスを行い，消費者のニーズに  

細やかに対応することで量販店との差別化を図っ  

ている．   

B氏個人は絵画を趣味とし，B氏が措いた須坂  

市の文化財である笠鉾を措いた作品は笠鉾会館に  

展示されている．B氏は趣味の絵画を活かして独  

白の経常を行っている．B酒店の外壁には，同じ  

く絵画を趣味とする市民の絵画を1枚展示するス  

Ⅳ おわりに  

本研究では須二坂市中心市街地における商業機能  

の変容を，商圏の変化や大型店の立地といった周  

辺市町村との関係と，中心市街地内部における土  

地利用や歴史的資源の繚乱 商店街活動の分析か  

ら明らかにした．   

須坂市は江戸期に中心市街地が形成され，明治  

期には製糸業の発展とともに人Ⅰ二ーが増加し，それ  

に伴って中心市街地に小売店が集積した．製糸業  

は第二次世界大戦後に衰退するが，代わって機械  

工業が産業の中心となり，1960年代までは須坂市  

の中心市街地は周辺町村から多くの買物客を吸引  

していた．しかし1970年代以降のモータリゼー  

ションや郊外での住宅団地の造成，長野市や須坂  

市郊外におけるロードサイド型店舗の出店は，中  

心市街地における商業構造に大きな影響を与え  

た．中心市街地の中でも，街道辻周辺の古くに形  

成された市街地では，須坂駅前などの新しく形成  

された市街地と比較して，狭い道路や細かい地割，  

複雑な街区が残っている．そのため大規模な開発  

や駐車場の整備といった対策ができず ，小売店数  
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は人帖に減少した．さらに1990年代以降になると，  

周辺部lけで大型店の出店が相次ぎ，須坂市の商圏  

は縮小し，須二枚市の商業機能は相対的に低下した  

が，それは特に須坂市L卜L、市街地において顕著で  

あった．   

現在の須坂市小心市街地の土地利用をみると，  

業種店といった比絞的小規模で，近隣の住民を対  

象とした店舗が多く，業務機能や業態店は数少な  

いといった特徴がある．商店は連続していない  

が，空店舗は放置されずに，住宅として利用され  

るケースが多くみられる．このような商業機能か  

ら居住機能への転換によって，全I司の地方部市で  

兄′受けられるような，商店街のシャッター通りは  

形成されていない．一一カで新たな商店の’、‡地が附  

卿1二なり，中心‾lけ街地における商業機能を低卜さ  

せる安閑となっている．   

このように商業機能が低下する小で，明治期に  

建設された製糸業に関連する建築物は現在まで保  

存されてきた．これらの建築物を対象とした景観  

整備事業が行われたことにより．中心市街地では  

歴む的景観が形成された．伝統的建築物を利用し  

た施設が整備され，歴史的景観を目的に観光客が  

訪れるようになるなど，一定の成果が挙がってい  

る．同様の景観整備が行われた川越の事例（溝尾・  

菅原．2000）では，観光客の増加によって，飲食  

店の増加や菓子店での売上げの向上をもたらして  

いる．須坂前においては，須坂市の食文化である  

味噌を活用し，観光客を呼び込む活動が行われて  

いるが，観光客への影響は顕著ではなく，また小  

売機能では観光化に対する対応力富あまりなされて  

いない   

中心市街地では須坂駅前に立地しているジャス  

コ須坂店が，2009年2月に閉店予売であり，また  

郊外でもこれまで成長を続けてきた大型店の撤退  

が行われるなど，須坂市の小売機能は，今後も厳  

しい状況になると予想される．そのような状況の  

中．須坂市「トL、市街地では，小売機能から併任機  

能への転換が行われつつあり，また須坂市の歴史  

的資源を活用した観光機能が形成されつつある．  

硯段階では，観光機能と商業機絶と結びついてい  

ないという問題もあり．今後は新たに形成されつ  

つある居住機能や観光機能と，既存の商業機能と  

が結びつけることが課題となる．   

本研究を進めるにあたり，頂坂市まちづくり課，須坂市商業観光課，須坂市教育委艮会．兢取市商J  

会議所，蔵の町中央l削1＿i会，春木町滴▼L親交会の皆様にご協力いただきました．以上，露己して探くお礼  

小し卜げます．なお本稿の作成にあたっては．平成2（）年度杵学研究費補助金若手研究（別「弧線的小売  

業常の形成する流通システムの地理学l町研究」（研究代来者∴米子 純，課題番号18720225）の一一郎を使  

Jl＝ノた．  

［注］  

1）199錮三施行の「中心、市街地における市街地の整備改善及び商業等の活性化の一体的推進に関する法   

律（中心Itj甘地音別ゾiミ化法）」と「（政11二）都市計画法」，2000年施行の「大規模小売店舗立地法」を指す．  

2）2（）08年12ノj現在三で．66車67計画が認定されている．  

3）頃坂lい中正、市街地清牲化計画や展観腰備事業．牛山（1991）における対象地域を検討し，本研究で   

は翫遣辻から須坂駅にかけての地域を須坂市中心市街地とLて放う．  

4）須坂町は1954年にl打制を施行し．須坂市となった．  

5）偵坂市．′」、布施町，高山柑，長野前の一一部を含む地域で．上高井郡を形成し，郡庁舎は旧須坂町に   

置かれた．現在の上高井郡は′ト布施町と高山柑で構成される．  

6）石澤（1995）は，1991年の長野県南圏調査報㍑晋を用いて多変義解析を行い，長野県の商業地シス   

テムの分析を寺ト）た．この論文で行われた囲け・分析では．二つの因子が抽出され，因子ほそれぞれ  
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買回品と最寄品において轟い国子負荷鼠を示したため，本研究では各因子で叔も園子負荷巌が高かっ   

た変数を用いて分析した．なお年度によって買物品臼の項目が変化しているが．一鵬番近いと思われ  

る買物品目を用いた．  

7）牛山（1991）による．  

8）須坂市が土蔵造りの建物が集中する旧街道筋を【‾トL、に「墳坂地区歴史的景観保存対策事業・保存地   

区（33ha）」を窪め，地区内で行われる住宅や店舗，門や塀に対する修掛修景に要する費用を対象に，   

「須坂地区歴史的紫観保存対策補助金」を実施した．  

9）国の補助事業である「街なみ環境整備事業」を導入して，新たに「街なみ環境整備事業促進地区（第   

1図斜線弧 48ha）」を定め，地区内を対象に事業を行っている．事業は小公園や公衆トイレ等の施   

設整備と修景に対する補助の二つが主である．この補助金を得るためには地区毎にまちづくり協定  

を結ばなければならない．  

10）昭和初期までに建てられ，「須坂市伝統的建築物群保存対象調査」で対象となった建築物の外観の修   

理を目的としており，事業に対して補助金（煉人で事業肇の2／3まで．500ノJ‡1Jを限度とする）を交  

付する．  

11）修理事業以外の建築物や屋外広告等に対して，外観を歴史的建造物に模したもの．もしくは調和し   

た和風建築とするものに補助金（叔大で事業費の2／3まで，300フ封1ほ限使とする）を交付する．  

12）同じ箇所で修理・修祭事薬が行われることもあるため，実施件数と実施箇所の致は一致Lない．  

13）田中本家は須坂魔の御用達を勤める豪商であった．その＝川一本家の屋敷を山股間放し，土蔵を改装  

した展示館では，江戸中期から昭和期までにIfl中家代々の魚沼使JIJされたぷ一々が腱ホされている．  

14）現在の本堂は1747（延草4）年に完成しており．頂坂市指定有形文化財となっている．  

［文 献］  

荒木俊之（2007）：「まちづくり3法」はなぜ中心市街地の再生に効かなかったのか一都市計画法を中心  

とした大型店の規制・誘導－．荒井良雄・箸本健二稲『流通空間の輯構築』古今番院，215－230．  

石揮 孝（1995）：長野県における商業地システム ー南風構造の分析から－，長野県地軌13，1－9．  

牛山通商（1991）：地方小都市における商港の変容 一様野県敏坂市の場合－．新地矧 38（4）．ト22．  

大橋智美・和泉貴士・小田宏信・斎藤功（2003）：製糸都祐一須坂における歴史的祭観の保全．地域調査報告，  

25，47－70．  

片柳 勉（2003）：歴史的町並みの保全と認識の変化一長野県須坂市を事例として．地球環境研究．5．  

59－68．  

須坂市史編賽委員会（1981）：『須坂市史』須坂市．  

須二坂市商工会議所（2002）：『TMO構想一須坂市中小小売商莱高度化事業構想』須坂市商工会議所．  

須坂市春木町史談会（2004）：『古きをたずねて春木町あれこれ』須二坂市春木町史談会．  

須坂市春木町史談会（2007）：『春木町よもやま話』須坂市春木町史談会．  

難波田隆雄（2006）：企業合理化に伴う企業城下町の中心商業地の変容 一兵庫県相生市を事例として－．  

地理学評論．79，355－372．  

河村章夫（1997）：『町並みまちづくり物語』古今書院．  

野尻 亘（2007）：流通・交通・サービス．人文地軌 59，251－254．  

港尾良隆・菅原由美子（2000）二川越市一番街商店街地域における商業振興と街なみ保全．人文地理，  

52，300－315．  

L山川充夫（2007）：改正まちづくり三法がめぎす都市構造とは，福島大学地域創造，19（1），3－31．  

（2008年12月26日 受理）  

ー62－   


	0047.tif
	0048.tif
	0049.tif
	0050.tif
	0051.tif
	0052.tif
	0053.tif
	0054.tif
	0055.tif
	0056.tif
	0057.tif
	0058.tif
	0059.tif
	0060.tif
	0061.tif
	0062.tif
	0063.tif

